
▼ᕝ┴࡛のཎᮌࢣࢱࢩ᱂ᇵに࠾けࡿ

い࡚ࡘ㢮の⿕ᐖに࢚ࣂࢥࣀ࢟

ඵᓥṊᚿ 

Ϩ ࡵࡌࡣに 

本┴のཎ木生しいたけ᱂ᇵにおいては、ዟ能Ⓩཎ

木しいたけάᛶ化༠㆟会が、ചの大きさ㸶cm 以上、

⫗ཌ㸱cm以上、ᕳき㎸１ࡳcm以上の≀を≉⚽ရとし、

ンドྡでᑓ用の化⢝⟽にධれࣛࣈりࠖのࡲのとてࠕ

ฟ荷しているが、ᖺから生⏘⪅のほࡔ場にてᐖ

が☜ㄆされておりၥ㢟となっている。 

ཎ木ࢩタࢣを加ᐖࡍるࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮については

」ᩘ▱られており、ᕞ、༓ⴥ┴、㟼ᒸ┴で⿕ᐖሗ

࿌ࡸ発生がᣲがっている。 

本研究では、ࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮による⿕ᐖを㍍減ࡍる

たࡵにᤕᯈのຠ果を☜ㄆࡍる。 

ϩ ᪉ἲ 

2019 ᖺ 12 ᭶にࢩタࢣ᱂ᇵ࢘ࣁスのෆ㒊に、ᕷ

㈍のᤕᯈ（10cm×25cm、㯤Ⰽ及び㟷Ⰽ）、ྲྀ࢚ࣁり

ンを設⨨し、1࣎ࣜ ࣨ᭶後にᤕ⋓されたࣀ࢟コ࢚ࣂ

㢮のᩘをィ 、比較した。 

スෆを間ཱྀ㸱、ዟ行㸲の࢘ࣁ 12区分に分け、3✀

㢮のᤕᯈを位⨨をኚえながら㸲ᯛࡎつ設⨨した。

設⨨⟠所は合ᤸに⤌ࢲ࣍ࡔࢇ木の間とした（ᅗ㸫１）。 

考えられる。 
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入口 

ᅗ－㸰 ⢓╔ᯈࡈとのᤕ⋓ᩘ 

ᅗ－㸱 ヨ㦂後のᤕ⋓≧ἣ 

ᕥୖ 㯤Ⰽୖྑࠊ 㟷Ⰽࠊᕥୗ ࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁ 
ᅗ－㸯 ᤕᯈࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁࡧࡼ࠾タ⨨≧ἣ 

ᕥ ᤕᯈࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁ ྑࠊ 

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ 

ྛᤕᯈࡈとのᤕ⋓ᩘをᅗ㸫２およびᅗ㸫㸱に示

ከい傾向ࡸࡸ㯤Ⰽと㟷Ⰽの比較では㯤Ⰽの方が。ࡍ

がࡳられた。ྲྀ࢚ࣁりࣜ࣎ンはᤕᯈと比較して㠀

ᖖにᤕ⋓ᩘが大きかった。以上のことから、Ⰽの㐪

いによるㄏᘬຠ果はないと考えられる。 

ධཱྀഃでᤕ⋓ᩘがከいのは、ㄪᰝᮇ間୰ࡎっとᡬ

を開ᨺしていたたࡵ、ここからධしてきたものと

考えられる。ഃ面も開けᨺっていたがධཱྀഃほどᤕ

⋓ᩘがከࡃないのは㐽光ࢿットをᙇっていたたࡵと

ϫ 後のၥ㢟Ⅼ 

┴での研究のとおりࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮は⢓╔ᯈ

のⰍによる差はࡳられないことが回のㄪᰝでも☜

ㄆされた。一方でᏳ౯なྲྀ࢚ࣁりࣜ࣎ンのᤕ⋓ᩘが

ከかったことから⢓╔力の差がᤕ⋓ᩘの差になった

と考えられる。いࡎれにࡏよࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮を࢘ࣁス

にධさࡏないことが⫢せであり、開ཱྀ㒊に┠合の

⣽かなࢿットをᙇる、࿘㎶でࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮が⦾Ṫし

ないよう⎔ቃを整えるといったᢤ本ⓗな対⟇とあࢃ

 。きであると考えられるるࡏ
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